
 

 

平成 27 年 10 月 27 日 

 

 

   長岡市教育委員会（定例会）会議録 

 

 

長岡市教育委員会 



 

１ 日  時 平成 27年 10 月 27 日（火曜日） 

午後２時から午後３時 10 分まで 

 

２ 場  所 教育委員会会議室 

 

３ 出席委員  

 委員長 大橋 岑生   委 員 羽賀 友信   委 員 中村 美和 

 委 員 青栁 由美子  教育長 加藤 孝博 

 

４ 職務のため出席した者 

 教育部長 佐藤 伸吉 子育て支援部長 若月 和浩 

 教育総務課長 武樋 正隆 教育施設課長 中村  仁 

 学務課長 茂田井裕子 学校教育課長 竹内 正浩 

 子ども家庭課長補佐 梅沢 一茂 保育課長 大野  宏 

 中央公民館長 佐藤  実 中央図書館長 金垣 孝二 

 科学博物館長 小熊 博史 学校教育課主幹兼管理指導主事  笠原  徹 

学校教育課主幹兼管理指導主事  山之内方史 学校教育課主幹兼管理指導主事  宮  宏之 

 

５ 事務のため出席した者 

教育総務課長補佐  水内 智憲   教育総務課庶務係長  佐藤  裕 

教育総務課庶務係  髙杉 雄二    



６ 議事日程 

日程 議案番号 案     件 

１ 

２ 

３  

 

第 50 号 

第 51 号 

             

会議録署名委員について 

専決処理について（規則等の一部改正について） 

長岡市栃尾美術館美術品収集委員会規則の廃止について 

 

７ 会議の経過  

（大橋委員長） これより教育委員会 10月定例会を開会する。 

 

◇日程第１ 会議録署名委員について 

（大橋委員長） 日程第１ 会議録署名委員の指名を行う。会議録署名委員について

は、会議規則第 44 条第２項の規定により、中村委員及び加藤委員を指名する。 

 

 

◇日程第２ 議案第 50号 専決処理について（規則等の一部改正について） 

（大橋委員長） 日程第２ 議案第 50 号 専決処理について（規則等の一部改正につ

いて） を議題とする。事務局の説明を求める。 

（武樋教育総務課長） 規則、規程、要綱の一部改正をした。長岡市教育委員会教育

長に対する事務の委任等に関する規則第４条第２項第１号の規定に基づき、処理に

急を要したために専決処理をしたものである。今回改正する規則等は、記載されて

いる５件の規則、規程、要綱である。改正理由は、マイナンバー制度の導入に伴い、

長岡市個人情報保護条例及び長岡市個人情報保護条例施行規則が全部改正された

ためである。施行期日が平成 27年 10 月５日であったため、所管している規則等５

件を改正した。内容としては、条例等の全部改正に伴い、その引用箇所を改正した

ものである。 

（大橋委員長） 質疑、意見はないか。 

 [「なし」と呼ぶ者あり] 

（大橋委員長） ないようなので、これより採決に移る。本件は、原案のとおり承認



することに異議ないか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

（大橋委員長） 異議なしと認める。よって、本件は原案のとおり承認した。 

 

 

◇日程第３ 議案第 51号 長岡市栃尾美術館美術品収集委員会規則の廃止について 

（大橋委員長） 日程第３ 議案第 51 号 長岡市栃尾美術館美術品収集委員会規則

の廃止について を議題とする。事務局の説明を求める。 

（金垣中央図書館長） 長岡市栃尾美術館美術品収集委員会規則の廃止を提案するも

のである。廃止理由は、「長岡市栃尾美術館美術品収集委員会」は、平成 22 年度よ

り委員の委嘱を行っておらず、実質的に機能していないこと、今後も再開する予定

がないことから、規則を廃止するものである。本来であれば平成 25 年度全庁的に

市長の諮問機関の位置づけの見直しが行われた際に、この収集委員会についても条

例を改正し市長の諮問機関とするか、規則を廃止し内規で運用するか選択しなけれ

ばならなかったものである。この度、市の法規担当者から早急に対応するよう指示

があり、栃尾美術館では資料の購入実績がないこと、寄贈で資料を収集してきたこ

とを勘案し、規則を廃止し、収集については内規で運用することを提案するもので

ある。 

（大橋委員長） 質疑、意見はないか。 

 [「なし」と呼ぶ者あり] 

（大橋委員長） ないようなので、これより採決に移る。本件は、原案のとおり承認

することに異議ないか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

（大橋委員長） 異議なしと認める。よって、本件は原案のとおり決定した。 

 

 

（大橋委員長） 本日の議案の審議は終了する。次に協議報告事項に入る。報告事項

として、家庭でワクワクお手伝いポスターコンクール審査会結果について、事務局

の説明を求める。 



（梅沢子ども家庭課長補佐） 平成 19 年度から実施している「家庭で子どもに手伝い

をさせよう運動」を一層推進するため、昨年度に引き続き、参加型の取り組みである

ポスターコンクールを実施したものである。今年度は、長岡市内の小学１年生から中

学３年生まで合計 188 点の出品があった。取り組みを始めた平成 25 年度は 37 点、昨

年度は 144 点と、年々増加傾向にある。10 月６日に大川直人委員長をはじめとした

５人の審査員による審査会を開催した。その結果、大賞２点、優秀賞３点、奨励賞８

点、入賞 27 点計 40 点を選出した。大賞を受賞した富曽亀小学校 布施拓夢さんには

11 月 11 日に中村委員から、旭岡中学校 田中菜月さんには 11月 12 日に大橋委員長

からそれぞれ各学校で表彰していただく予定である。これら入賞作品は、11 月７日

から 15 日までさいわいプラザ１階市民交流ホールにて、11月 18 日から 23 日までは

アオーレ長岡西棟３階市民協働センターにて、展示会を行う予定である。 

（大橋委員長） 質疑、意見はないか。 

（羽賀委員） 展示会に際して、名前に振り仮名はつくのか。最近の子どもの名前は、

読み方が難しいのでぜひ振り仮名をつけてほしい。 

（梅沢子ども家庭課長補佐） 承知した。 

（大橋委員長） 他に質疑、意見はないか。 

（青栁委員） 188 点の応募のうち、何校から応募があったのか。偏り等はないのか。 

（梅沢子ども家庭課長補佐） 学校によっては何人も応募しているところもあるが、全

学校のうち約３分の１が参加している。 

（大橋委員長） 他に質疑、意見はないか。 

 [「なし」と呼ぶ者あり] 

（大橋委員長） 質疑、意見なしと認める。これをもって協議報告事項を終了する。

次に、催し案内について、補足説明のあるものはないか。 

（茂田井学務課長） タニタ食育イベントについて説明する。この度、長岡市多世代

健康まちづくり事業の一環として、学校給食用のタニタ食堂給食メニューを作成し

た。小・中学校それぞれ一つずつ献立を作成し、11 月中に１回学校が選択した日

に提供される。「大きめ・固め、塩分少なめ」に調理するのがタニタの特徴である。

関連したイベントとして、関原中学校２年生を対象としたタニタ食育イベントを開

催する。生徒は事前にタニタの体組成計で計測した結果を見ながら、「夢につなが



る健康的からだづくりと食事」をテーマにした講演を各クラス授業形式で行うもの

である。 

（大橋委員長） 質疑、意見はないか。 

（中村委員） 11月中に全市内の小中学校にこの献立が提供されるということだが、

現在、給食室の改修工事をしている学校への対応はどうするのか。 

（茂田井学務課長） 栃尾東小学校と新町小学校については、11 月中の実施は難し

いが、今年度中に実施予定である。 

（大橋委員長） 他に質疑、意見はないか。 

（加藤教育長） 固めに調理するということだが、普段食べている給食では柔らかす

ぎてよくないと生徒が思ってしまうのではないか。 

（茂田井学務課長） タニタ食堂給食メニューの特徴は「大きめ・固め、塩分少なめ」

である。学校給食も「大きめ・固め」を意識して調理するメニューがあり、よく噛

んで素材を楽しむ給食を提供しているので、いつもと変わらないという印象を持つ

子どももいると思う。 

（羽賀委員） 長岡市の学校給食は、タニタ食堂メニューと遜色ないことや、体組成

計などの器具と連動した健康づくりの視点を周知してほしい。 

（大橋委員長） 他に質疑、意見はないか。 

 [「なし」と呼ぶ者あり] 

（大橋委員長） 質疑、意見なしと認める。他に補足説明のあるものはないか。 

（竹内学校教育課長） 「長岡企業から世界を学ぼう」について紹介する。これは

11 年目に入った熱中！感動！夢づくり教育の新規事業である。長岡在住の海外勤

務経験者から講演いただき、長岡のすばらしい企業を紹介することで、長岡への愛

着や誇りを土台に海外で活躍できる人を育む事業の一つである。新年度の講師は２

人で、南極で活躍する雪上車をはじめとした自社製品を海外へ売り込んでいる（株）

大原鉄工所 生産統括部サービス課長の桑原新二さんと、アパレル業界におけるミ

シンの刃の種類と生産量世界一の会社である（株）鈴民精密工業所 代表取締役社

長の渡辺広之さんである。海外での実体験を講演いただき、子どもたちへのキャリ

ア教育を含め将来のことを考えてもらう機会としたい。10月 28 日より 11月 14 日

まで、市内４中学校で実施する。時間があればご参加いただきたい。 



（大橋委員長） 質疑、意見はないか。 

（加藤教育長） これは各学校全てお二方から講演いただくのか。 

（竹内学校教育課長） 講師は一人２校ずつ訪問する。三島中学校・刈谷田中学校に

は（株）大原鉄工所さんから、寺泊中学校・東北中学校には（株）鈴民精密工業所

さんから講演いただく。 

（大橋委員長） 他に質疑、意見はないか。 

 [「なし」と呼ぶ者あり] 

（大橋委員長） 質疑、意見なしと認める。他に報告事項はないか。 

 

 

（大橋委員長） これをもって本日の定例会を終了する。 

 

  





 会議の次第を記載し、その相違ないことを証するために署名する。 

 

 

    長岡市教育委員会委員長 

 

 

    長岡市教育委員会委員 

 

 

    長岡市教育委員会委員 


